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教科外カリキュラムでつながる「学びづくり」 
 「学びづくり」のカリキュラム検討委員会では、作成したカリキュ

ラムを手掛かりに、各園・各校での実践を検討しました。例えば、

東小学校では、「聞き方ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ」と「話し方ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ」を作成してみん

なで意識しています。家庭学習では、学習を始める時刻を自分で

決めて本読みカードに書き込み、保護者から「勉強しなさい」と言

われなくても自分から取り組めるようにしています。北小学校では、

授業の続きを宿題にしたり、頑張っている生徒のノートやプリントを

掲示して賞賛したりしています。東幼稚園では、教師が示した遊

びを広げたり展開したりすることで、子どもたちの主体的な遊びを

引き出しています。家庭には、家事をしながら子どもの話を聞くの

ではなく、子どもの目を見て話を聞くように呼び掛けています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 今後は、授業中の「聞く」「話す」の実践をさらに持ち寄って、来

年度の仕掛けを考えていきます。また、各園・各校で質の高い家

庭学習のプリントやノートを集め、冊子や掲示物を作成し、学園内

で共有していきたいと考えています。 



 


